
施策評価シート

目標水準

大項目 01 環境への負荷の少ない社会システムの構築

年間の苦情処理件数のうち、区の処理に
対して「満足」又は「一応満足」と感じた件
数の割合。

（

　区内の大気汚染、騒音・振動、悪臭の状況を把握するとともに、公害の発生源に対する規制・指導を充実し、
汚染物質の排出低減を図ります。

対象・手段

成果指標

の水準達成

）

年度に

） の水準達成

施　策 01 環境への負荷の低減

目的

章

）

　　大気汚染、土壌汚染、騒音、振動、悪臭の状況を監視し、大きな発生源に対しての対策を進めることで、区民の健康を
保護し、生活環境を保全していきます。

　①本庁、四谷の２測定局で大気質等の常時測定、区内４交差点での大気汚染測定　②神田川及び妙正寺川の水質調
査　③酸性雨調査　④ダイオキシン類調査　⑤自動車騒音・道路交通振動の測定・評価（１．要請限度に関する測定　２．
環境基準に関する測定）　⑥繁華街の騒音対策　⑦工場・事業所等の臭気・燃料調査　⑧アスベスト除去・建設作業の監
視　⑨有害化学物質の対策

（ 年度に

施策の方向

80% ）

定義

施策の達成状況

単　位

※平成18年度の苦情処理件数
全140件　「満足」及び「一応満
足」とした件数74件

平成１６年度 平成１７年度
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80.00

52.90
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平成１８年度 備　　考

指標名
平成24
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公害の苦情処理に係る相談者の満足度

（

）

実績２⑤

目標値３⑦
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％ 70.00

80.00
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目標値１① ％

目標値２④

実績３⑧

5 身近な環境に配慮した、地球にやさしいまち

80.00

実績１② ％ 56.00 56.80

の水準達成

目標達成率３
⑨＝⑧／⑦

目標達成率１
③＝②／①

目標達成率２
⑥＝⑤／④



総合評価 総合評価

 

課題

評価

　地道な測定とデータの蓄積及び公表が、区民の環境問題への意識啓発にもつながっています。また、法定測定や東京都
への報告等もあり、引き続き事業の継続が必要です。
　今後の予定として、平成20年4月戸山測定局再開があります。戸山測定局の再開に際しては、自動車排排出ガス測定局
での測定項目の再検討を行い、事業経費の適正化を図る必要があります。
　また、四谷測定局についても老朽化及び環境負荷低減のため、測定機器の更新を検討すべき時期にあります。

施策を構成する計画事業

所管部

①本庁、四谷の２測定局で大気質等の常時測定、区内４交差点での大気汚染測定　②神田川及び妙正寺川の水質調査
③酸性雨調査　④ダイオキシン類調査　⑤自動車騒音・道路交通振動の測定・評価（１．要請限度に関する測定　２．環境基
準に関する測定）　⑥繁華街の騒音対策　⑦工場・事業所等の臭気・燃料調査　⑧アスベスト除去・建設作業の監視　⑨有
害化学物質の対策

主な取組み

環境土木部

今後の取組み・改革の方針

総　　　　合　　　　評　　　　価

 　近年は自動車排出ガスによる大気汚染の解消が重要な課題となっています。また、建築ラッシュ等に伴い、建築作業に
係る騒音・振動の苦情が増加しており、対応に追われているほか、アスベスト除去工事の監視の充実を図る必要がありま
す。

※　本施策は、区内の大気汚染、騒音・振動、悪臭の状況を把握するとともに、公害の発生源に対する規制・指
導を充実し、汚染物質の排出低減を図ることを目的としています。本施策における取組みである地道な測定
とデータの蓄積が、環境問題への意識啓発のバックボーンとなっているものと評価しています。また、法定測
定や都への報告も事業の中には含まれており、引き続き事業を継続していく必要があります。
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公害の監視・規制・指導の充実 Ｂ


